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の

揃
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
迄

　
衆
議
院
の
解
散
に
よ
り
来
る
五
月
二
十
二
日
衆
餓
院
議
賃
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
選
挙
は
民
主
々
義
の
土
台
で
す
。
国
民
の
意
思
を
表
現
す
る
方
法
が
選
挙
に
お
け
る
「
投
票
」
な
の
で

す
。
真
に
国
民
の
意
思
が
明
り
ょ
う
に
示
さ
れ
た
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
正
し
い
選
挙
の
実
践
の
と
き
が
来
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
．

　
今
日
の
民
主
政
治
の
時
代
で
は
、

政
治
の
主
権
者
は
国
民
自
身
で
あ
り

ま
す
．
政
治
と
い
う
列
車
が
、
走
る

レ
ー
ル
で
あ
る
法
律
を
つ
く
り
、
ま

た
列
車
を
運
転
す
る
機
関
士
に
あ
た

る
行
政
府
の
長
、
内
閣
総
理
大
臣
を

き
め
る
の
は
国
会
で
す
。
そ
の
国
会

の
議
員
は
私
達
が
選
挙
す
る
の
で

す
。
　
政
治
は
国
塚
権
刀
に
よ
る
行
為
と

し
て
、
そ
の
良
し
悪
し
は
す
ぐ
私
達

の
生
活
に
影
響
し
て
く
る
の
で
す
。

　
し
か
し
私
達
は
単
な
る
被
麦
配
者

な
の
で
は
な
く
、
そ
の
権
刀
の
根
源

は
私
達
国
民
に
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
投
票
日
ま
で
に
候
補
者
の
主
義

主
張
や
人
と
な
り
を
よ
く
み
き
わ

め
て
、
投
票
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
棄
権
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治

が
ど
う
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
、
い

い
か
え
れ
ば
私
達
の
生
活
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
も
よ
い
と
い
う
、
こ
と

に
も
な
り
ま
す
、
又
そ
れ
は
民
主
政

治
を
ふ
み
に
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
折

角
の
機
会
を
無
駄
に
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
来
る
五
月
二
十
二
日

の
投
票
日
に
は
何
を
お
い
て
も
先
す

投
票
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
よ
う
。

一
最
山
口
同
裁
判
所

　
　
と
は

　
憲
法
に
よ
っ
て
私
達
の
権
利
義
務

が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
私
達

の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
た
り
、

不
当
な
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
憲
法
の
精
神

霧
ω
裟
灘
騰
縣
懸
鞭

一
す
劉
内
閣
が
き
め
る
輩
命

瀟
歪
し
鴇
の
で
あ
る
か
考

一
か
蓬
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

　
　
　
急
　
出
・
　
〃

衆
議
院
議
員
第
四
区
候
補
者

立
会
演
説
会
開
催
お
知
ら
せ

、
日
時
及
場
所

五
月
九
日
午
后
一
時
於
下
條
小
学
校

　
－
　
　
　
　
午
后
七
時
　
於
十
日
町
小
學
校

一◎
候
補
者
の
演
読
時
間
は
一
人
二
〇
分

す
慰
嚢
の
警
の
監

悪
し
は
私
連
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま

一
質
謡
鰍
贈
齢
繍
謂
鋪

面
藷
凝
そ
の
窃
め
て
行

わ
れ
る
衆
議
員
の
総
選
挙
の
時
に
、

私
達
国
民
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
．
そ
の
後
十
年
経

過
し
た
時
も
同
様
で
す
。

　
裁
判
官
は
私
達
と
重
要
な
関
係
に

あ
る
こ
と
を
よ
く
考
え
、
裁
判
官
を

よ
く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
常
に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
を
見
聞

し
、
正
し
い
蟹
璽
を
す
る
よ
う
、
心
が

け
ま
し
よ
う
．

投
票
は

　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
す
る
か

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
あ
ら
か
じ

め
配
布
を
受
け
た
入
場
券
を
持
参
し

指
定
の
投
票
所
に
行
き
、
つ
ぎ
の
図

解
例
の
よ
う
に
順
序
よ
く
行
い
ま

す
。代
理
投
票
身
体
の
数
障
又
は

市
町
村
民
税
の
普
通
徴
敗

と
特
別
徴
敗
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市
民
税
に
は
一
一

通
の
徴
収
方
法
が

が
あ
り
ま
す
。

一
、
普
通
徴
収
は

納
税
者
に
令
書

を
交
付
し
て
所
得

割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
計
額
を
、

六
月
、
八
月
、
十
月
、
一
月
、
の
四

期
に
分
け
て
徴
収
す
る
方
法
を
い
い

ま
す
．

　
均
等
割
だ
け
の
場
合
は
六
月
中
に

（
一
期
）
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
、
特
別
徴
収
は
・
前
年
に
給
与
の

麦
払
い
を
受
け
た
者
で
四
月
一
日
現

在
引
つ
づ
き
給
与
の
交
払
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
納
税
者
が
直
接
納
入

す
る
こ
と
な
く
、
特
別
徴
収
義
務
者

が
徴
収
し
て
納
入
す
る
方
法
を
い
い

ま
す
。

一
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定

　
市
長
は
・
一
月
一
日
現
在
に
於
い

て
市
内
、
叉
は
他
市
町
村
内
に
於
い

て
給
与
の
麦
払
を
し
て
い
る
者
（
法

人
で
な
い
社
団
・
女
は
財
団
で
代
表

者
、
反
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
者

を
含
む
）
で
給
与
の
麦
払
を
す
る
際

に
所
得
税
を
徴
収
し
て
（
源
泉
徴

収
）
納
入
す
る
義
務
が
あ
る
者
、
た

と
い
え
ば
会
社
の
社
長
、
官
庁
の
長

を
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
し

ま
す
。

一
、
市
長
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
す
る
旨
を
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
特
別
徴
収
義
務
者
及
び
こ

れ
を
経
由
し
て
納
税
者
に
通
知
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
特
別
徴
取
義
務
者
の
納
入
義
務

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
特
別
徴
収

の
税
額
の
十
分
の
一
の
額
を
六
月
か

ら
翌
年
三
月
ま
で
、
給
与
の
麦
払
を

す
る
際
、
毎
月
給
与
か
ら
差
引
い
て

そ
の
徴
収
し
た
月
の
翌
月
の
十
日
ま

で
に
納
入
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
納
入
事
務

販
り
あ
つ
か
い
に
つ
い
て
の
説
明
会

は
五
月
末
日
ま
で
に
開
ぐ
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
務
課
）

交
盲
で
自
分
で
候
補
者
の
氏
名
を
書

け
な
い
方
は
、
投
票
用
紙
交
付
の
際

そ
の
旨
を
申
出
れ
ば
投
票
補
助
者
二

人
が
投
票
管
理
者
か
ら
指
定
さ
れ
ま

す
か
ら
こ
の
著
に
投
票
し
た
い
候
補

者
の
氏
名
を
書
か
せ
、
投
票
用
紙
は

自
分
で
投
．
票
箱
に
投
函
し
ま
す
．

点
字
投
票
逡
票
用
紙
の
本
符

を
受
け
る
際
点
字
投
票
し
た
い
旨
を

申
出
て
、
点
字
用
投
票
用
紙
の
交
付

を
受
け
投
票
し
ま
す
．

　
　
投
票
用
紙
の
記
載

▽
衆
議
院
議
員
選
挙
“
一
人
一
票
候

　
補
者
氏
名
一
人
記
載
の
こ
と
．

▽
国
民
審
査
闘
一
人
一
票
五
名
の
裁

前て例，譲般
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出
　
　
づ

判
官
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
．
こ
の
五
名
の
裁
判
官
の
う
ち

で
や
め
さ
せ
た
い
も
の
が
あ
れ
ば

そ
の
も
の
の
氏
名
の
上
の
欄
に
×

印
を
つ
け
ま
す
。
や
め
さ
せ
た
く

な
い
も
の
の
氏
名
の
上
に
は
何
も

轡
か
な
い
で
、
あ
り
ま
す
か
ら
全

部
や
め
さ
せ
た
く
な
い
も
の
は
白

票
で
投
票
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す

誰れもやめさせたくない

乙だけやめさせたい甲丙をやめさせたい

一
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（
何
も
書
か
な
い
）

　
「
×
印
以
外
の
印
と
か
字
を
書
く
と
無

　
　
効
投
票
に
な
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し

　
　
て
下
さ
い
。

　
　
住
所
移
転
者
の
投
票

　
　
選
挙
人
名
簿
の
調
製
期
日
後
当
市
の

　
　
区
域
外
に
住
所
を
移
し
た
方
で
移
転

　
　
地
で
は
三
ケ
月
の
住
所
要
件
が
備
わ

　
　
ら
す
補
充
名
簿
に
登
録
で
き
な
い

　
　
方
は
、
当
市
の
投
票
所
で
投
票
し
ま

　
　
す
。
但
し
移
転
し
て
現
住
所
の
市
町

　
　
村
の
補
充
名
簿
に
登
録
し
た
と
き
は

　
一
　
　
そ
の
現
住
所
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　
　
選
挙
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
出

　
　
来
な
い
方
は
不
任
投
票
が
出
来
ま

　
　
す
。

⊥

不
在
投
票
は
ご
ん
な

　
　
　
　
　
　
人
が
や
れ
ろ

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
投
票
所
に
行

，
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
つ

ぎ
の
止
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
も

の
は
、
そ
の
事
由
の
証
朋
轡
を
持
っ

て
選
挙
の
前
日
ま
で
に
所
定
の
手
続

を
経
て
不
在
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
．

ω
市
外
に
お
い
て
職

務
叉
は
業
務
に
従
事

中
で
あ
る
よ
う
な
場

合
。

選
挙
関
係
職
務
従
事
者
は
所
属
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

区
の
区
域
外
で
職
務
又
は
業
務
に
従

事
中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。

こ
の
場
合
の
職
務
業
務
に
係
る
官
公

署
、
会
社
、
事
務
所
、
そ
の
他
こ
れ

ら
に
準
す
る
も
の
の
長
（
業
務
主
）

叉
は
そ
の
代
理
人
の
証
明
書
。

圖
や
む
を
得
な
い
用

務
叉
は
事
故
の
た
め

市
外
に
旅
行
中
叉
は

滞
在
中
で
あ
る
よ
う

な
場
合
。

こ
の
場
合
0
薬
務
主
叉
は
そ
の
代
理

中
小
工
企
彙
者
に

資
金
融
資
ニ
ツ

　
昭
和
三
十
三
年
の
中

小
工
業
毅
備
近
代
化
資

金
の
貸
付
け
及
ぴ
中
小

企
業
振
興
資
金
助
成
資

金
の
貸
付
け
の
大
要
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す

が
、
〈
わ
し
い
点
に
つ

い
て
は
経
済
課
商
工
係

に
お
間
ひ
合
せ
下
て
い
。

一
、
中
小
工
藁
般
備
近
代
化
資
金

0
貸
付
の
対
象

①
県
内
に
工
場
叉
は
事
葵
場
を
有
す

　
る
組
合
若
し
く
は
組
合
員
叉
は
中

　
小
工
業
者
．
℃
、
輸
出
産
藁
叉
は
重

　
要
産
業
に
携
わ
り
、
同
一
業
種
に

　
引
き
続
き
三
年
以
上
（
組
合
に
あ

　
っ
て
は
三
年
未
満
を
含
む
）
営
業

　
を
継
続
し
て
い
る
者
の
施
殿
叉
は

殼
備
近
代
叱
。

②
資
本
金
一
千
万
円
以
下
の
こ
と
．

③
従
業
員
が
常
時
三
人
以
上
三
百
人

　
以
下
で
あ
る
こ
と
。

一
一
、
貸
付
金
額

　
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三

　
十
四
年
三
月
二
十
日
迄
の
間
に
購

　
入
契
約
を
し
、
発
注
し
、
竣
工
し

　
代
金
麦
払
を
完
了
し
た
施
設
叉
は

　
設
備
に
対
し
て
、
そ
の
施
設
反
は

　
設
備
に
要
す
る
金
額
の
三
分
の
二

　
以
内
で
、
会
社
叉
は
個
八
の
場
合

　
二
十
万
円
以
上
二
百
万
円
以
下
組

合
の
場
合
五
十
万
円
以
上
八
百
万

円
以
下
。

二
、
中
小
企
業
振
興
資
金
助
成
金

0
貸
付
の
対
象

①
県
内
に
工
場
反
は
事
業
場
を
有
す

　
る
組
合
若
し
く
は
組
合
員
女
は
中

　
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
企
業

　
に
三
年
以
上
の
営
業
経
歴
を
有
し

　
て
い
て
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た

　
り
引
き
続
き
そ
の
営
業
を
継
続
す

る
も
の
。

②
所
得
税
、
事
業
税
及
び
固
定
資
産

　
税
に
つ
い
て
前
年
度
課
税
額
を
納

　
入
し
て
い
る
も
の
．

③
資
本
金
一
千
万
円
以
下
。
常
時
使

　
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人

　
（
商
榮
叉
は
サ
ー
ビ
ス
藁
を
主
な

　る

事
藁
と
す
る
事
業
者
に
つ
い
て

は
三
十
人
）
以
下
の
会
社
及
び
個

人
。
②
貸
付
金
額

　
営
付
年
度
内
に
設
置
を
完
了
す
る

距設叉は設

備
に
対
し
て
、
そ
の

設
置
に
要
す
る
金
額
に
つ
き
、
共

　
同
施
設
は
二
分
の
一
で
一
組
合
当

　り

の
貸
付
額
二
十
万
円
以
上
。

　
会
社
及
び
個
八
は
三
分
の
一
．
℃
、

　
一
企
業
当
り
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下
．

　
な
お
、
帳
簿
や
施
設
叉
は
設
備
に

要
し
た
証
拠
書
類
（
見
積
書
、
納
品

書
等
）
は
整
理
、
保
存
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

不在投票のやリ方

市
内
で
呼
る
傷
含

』
魁
’

繍
幽

碗
口
圏
…

師
秀
↑
ぐ
ゐ
揚
台

鍵口
囑ノ／

調
劃
鍼
、
皿
粥
“
　

人
②
医
師
、
歯
科
医
師
、
肋
産
婦

③
住
所
地
の
市
町
村
長
④
旅
行
先
、

滞
在
地
の
市
町
村
長
の
証
朋
轡
。

圖
病
気
、
負
傷
、
妊
娠

不
具
或
は
お
産
の
た

め
歩
く
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
場
合

又
は
監
獄
或
は
少
年

院
に
牧
容
中
で
あ
る

よ
う
な
場
合
。

こ
の
場
合
は
①
医
．
師
、
歯
科
医
師
、

助
産
婦
②
監
獄
長
、
代
用
監
獄
の
管

理
者
③
少
年
院
長
の
証
明
書
。

樹
別
に
定
め
ら
れ
た

地
域
に
居
住
中
、
或
は

滞
在
中
ヌ
は
職
務
業

に
従
事
中
で
あ
る
よ

う
な
場
合
。

新
潟
県
内
で
は
北
魚
沼
郡
湯
の
谷
村

下
折
立
大
字
字
餌
野
の
内
飛
地
（
銀

山
平
）
岩
船
郡
朝
日
村
大
字
三
面
。

こ
の
場
合
は
藁
務
主
亙
は
市
町
村
長

の
証
明
書
。

不
在
投
票
の
や
り
方

0
市
内
で
や
る
場
合
②
市
外
で
や
る

痢睨で

々
か
鴻
含

難i團肇

劃寸　　　｝”一。……一

一

ず
4
餅
市
送
管

場
合
③
指
定
病
院
国
立
保
養
所
、
監

獄
等
．
t
や
る
場
合
の
三
っ
が
あ
り
ま

す
。
　
　
輔
、
市
内
で
や
る
場
合

選
挙
人
自
身
－
で
当
該
學
由
証
明
書
を

持
参
し
て
、
各
地
区
ご
と
各
出
張
所

に
行
き
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
そ

の
場
で
投
票
す
る
。
印
鑑
を
持
参
す

る
。
川
治
十
日
町
地
区
は
市
役
所
。

　
二
、
市
外
で
や
る
場
合

既
に
市
の
区
域
外
に
旅
行
中
、
巫
は

滞
任
中
の
方
は
当
該
事
由
の
証
朋
書

を
添
付
し
て
郵
送
で
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
宛
に
す
る
。
こ
の
郵
便
を
受
付

け
る
と
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
長
は

直
ち
に
投
票
用
紙
、
不
任
者
投
票
用

封
筒
・
不
任
者
投
票
証
朋
書
を
一
括

固
封
し
て
本
人
に
郵
送
し
ま
す
か
ら

｝
選
挙
人
は
速
か
に
旅
行
先
反
は
滞
任

「地の
市
町
村
役
揚
に
行
っ
て
郵
送
さ

れ
た
．
投
票
用
紙
・
不
任
者
投
票
用
封

筒
・
不
任
者
投
票
証
明
書
在
中
と
あ

る
封
筒
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
、
そ
の

市
町
村
の
指
示
に
従
っ
て
そ
こ
で
投

一
票
を
行
う
。
こ
の
投
票
は
そ
こ
の
選

一
管
で
当
市
に
郵
便
で
送
り
返
さ
れ
て

き
ま
す
。
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
滞
任
地
の
居
所
で
か
っ
て

に
投
票
し
て
自
分
で
送
り
か
え
す
と

藷
に
な
り
ま
す
．

一
　
三
、
招
定
病
院
等
で
や

一
入
難
野
方
は
そ
の
醤

出
る
と
そ
の
長
が
当
市
選
挙
管
理
委

員
会
、
委
員
長
宛
代
理
請
求
し
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
請
求
に
よ
り
投
票
用

紙
等
を
郵
送
し
ま
す
か
ら
そ
の
長
の

指
示
に
従
っ
て
所
定
の
処
で
投
票
し

ま
す
。

◎
な
お
投
票
用
紙
の
請
求
書
、
証
朋

書
の
用
紙
は
市
役
所
、
出
、
張
所
に
用

一
意
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
投
票
は
無
効
で
す

　
無
効
投
票

選
挙
の
た
び
末
だ
次
の
よ
う
な
無
効

投
票
が
あ
り
ま
す
。
お
互
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

ω
候
補
者
で
な
い
者

の
氏
名
を
書
い
た
も

の囲
二
人
以
上
の
氏
名

を
書
い
た
も
の

市
民
の
声

　
　
　
悪
質
業
者
に
御
注
意

　
先
日
私
の
留
守
の
時
、
洋
傘
直
し

が
妻
の
と
こ
ろ
へ
来
て
傘
を
直
さ
せ

て
く
れ
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。
ほ
ね

が
一
本
曲
っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
家

で
直
す
か
ら
と
こ
と
わ
っ
た
の
で
す

が
、
女
と
み
て
無
理
に
持
う
て
行
く

の
で
し
か
た
な
く
、
ど
の
位
か
か
る

と
き
い
た
ら
、
四
十
五
円
位
と
い
っ

て
お
き
な
が
ら
、
直
し
て
来
た
ら
色

個
候
補
者
の
名
前
の

外
に
余
計
な
こ
と
を

書
い
た
も
の

樹
候
補
者
の
だ
れ
を

か
い
た
か
判
断
の
つ

か
な
い
も
の

同
何
も
書
か
、
す
に

臼
紙
で
投
票
し
た
も

の汝
直
し
た
か
ら
百
二
十
円
く
れ
と
い

っ
た
の
で
女
の
弱
さ
で
金
を
や
っ
た

そ
う
で
す
．
よ
い
と
い
っ
た
も
の
を

無
理
に
持
っ
て
行
き
無
法
の
金
を
と

る
と
い
う
こ
と
は
、
押
売
同
様
の
簾

者
だ
と
思
い
ま
す
。
春
先
に
な
り
色

六
の
業
者
が
か
け
廻
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
み
な
さ
ん
も
御
注
意
下
さ

い
。
　
　
　
（
下
条
　
小
宮
山
重
太
郎
）
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◇◇◇主
円
年

◇◇◇

の
情
熱
こ
も
ろ

入
選
作
品
を
ご
紹
介

◇
・
・
．
市
公
民
舘
で
は
、
こ
と
し
成
人
に
達
し
た
約
九
〇
〇
名
を
対
象
に
「
生
活
記
録
」
を
募
集
し
た
が
、
…
◇

◇
・
・
．
こ
の
ほ
ど
応
募
作
品
中
よ
り
、
優
秀
作
品
六
点
を
選
び
、
五
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
成
人
式
に
表
彰
…
◇

◇
・
．
．
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

◇
．
．
〔
入
選
者
〕
　
▽
市
長
賞
一
席
山
口
兵
二
（
下
条
上
新
田
）
▽
同
二
席
二
瓶
士
ズ
高
田
町
）
…
◇

◇
．
．
▽
市
議
会
議
長
賞
一
席
樋
口
き
よ
い
（
本
町
一
丁
目
）
▽
同
二
席
山
崎
厳
（
巾
若
宮
町
）
▽
市
…
◇

◇
・
．
教
育
委
員
会
賞
一
席
　
熊
木
清
一
（
袋
町
）
▽
同
二
席
服
部
裕
子
（
本
町
一
丁
目
）
　
　
　
…
◇

◇
・
・
．
次
に
山
口
兵
二
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

成
人
式
を
迎
え
て

　
い
つ
ま
で
も
子
供
だ
と
思
っ
て
い

た
の
に
も
う
廿
才
に
な
っ
た
。
つ
い

こ
の
間
ま
で
学
校
に
居
て
友
達
と
一

緒
に
ワ
ア
く
騒
い
だ
り
、
試
験
勉

強
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
に
。
成

人
式
等
他
人
の
や
る
事
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
番
に

な
っ
て
い
る
。
月
日
の
経
つ
の
が
早

い
の
に
今
更
に
驚
い
て
い
る
。
私
違

の
生
ま
れ
た
の
が
太
平
洋
戦
争
の
前

ぶ
れ
で
あ
る
日
華
學
変
の
始
ま
っ
た

年
だ
。
そ
れ
か
ら
小
学
校
（
当
時
国

民
学
校
）
に
入
学
す
る
迄
殆
ど
戦
争

一
色
の
中
で
育
っ
た
．
私
は
入
学
の

少
し
前
迄
東
京
に
住
ん
で
い
た
。
い

わ
ば
疎
開
で
あ
る
。

　
あ
れ
は
第
一
回
東
京
空
襲
の
時
だ

コ
た
。
私
の
住
む
近
く
に
あ
る
大
工

場
に
B
1
7
が
爆
弾
を
二
、
三
発
落
し
、

帰
り
に
民
家
に
し
よ
う
い
弾
を
軒
並

に
落
し
て
い
っ
た
の
は
、
血
だ
ら
け

の
工
員
の
顔
、
夜
空
に
飛
ぴ
交
う
敵

機
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
探
索
、
今
も
脳

裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
躍
坊
や
大

き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
る
の
”
”
ウ

ン
ボ
ク
ネ
大
き
く
な
っ
た
ら
偉
い
大

将
に
な
る
ん
だ
”
と
オ
ジ
さ
ん
、
オ

バ
さ
ん
に
胸
を
張
っ
て
答
え
て
い
た

の
も
こ
の
頃
だ
。
疎
開
敗
戦
と
目
ま

ぐ
る
し
く
変
り
、
の
ど
か
な
こ
の
地

に
も
深
刻
な
食
糧
難
が
襲
っ
て
来

た
．
食
糧
、
衣
類
皆
な
統
制
だ
。
中
で

も
つ
ら
い
食
糧
難
の
こ
と
は
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
い
か
に
農
村

で
農
家
と
い
え
自
分
で
飯
る
米
も
ま

＼
に
な
ら
な
か
っ
た
時
だ
か
ら
、
ま

し
て
私
の
家
の
よ
う
な
百
姓
を
や
っ

’
て
い
な
い
所
で
は
三
度
の
食
事
を
二

度
に
し
、
そ
れ
も
毎
日
く
が
山
の

草
や
馬
鈴
薯
・
甘
薯
南
爪
等
を
主
食

に
し
時
に
は
そ
れ
さ
え
無
く
し
て
、

米
の
ぬ
か
を
水
で
固
め
焼
い
て
食
べ

後
で
の
ど
が
ヒ
リ
く
痛
み
水
ば
か

り
飲
ん
で
済
ま
し
た
事
も
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
通
知
表
を
見
る
と
一
年

間
に
身
長
一
セ
ン
チ
、
体
重
一
キ
ロ

の
増
し
で
し
か
な
い
．
育
つ
盛
り
で

あ
る
三
、
四
年
生
の
時
さ
え
こ
ん
な

だ
っ
た
。
今
考
え
る
と
私
の
背
の
低

い
の
も
こ
の
頃
が
彫
響
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
馬
鹿
気
た
事
か
も
知

れ
な
い
が
、
思
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。

貧
困
の
四
風
は

依
然
と
し
て

　
や
が
て
社
会
も
落
着
き
出
し
た

が
、
一
塚
の
支
柱
で
あ
る
父
の
居
な

い
我
家
で
は
貧
困
の
嵐
は
依
然
と
し

て
吹
き
ま
く
っ
て
い
る
。
母
親
一
人

灘
蒸
気
消
毒
、
薬
品
消
毒
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
普
通
の
時
は
日

光
消
毒
、
洗
濯
な
ど
で
充
分
で
す
．

抵
抗
の
弱
い
菌
は
日
光
に
当
て
ま
す

と
数
時
聞
で
死
滅
し
て
し
ま
い
ま

す
。
洗
濯
も
消
毒
の
効
果
が
あ
り
、

そ
の
上
ア
イ
ロ
ン
を
当
て
れ
ば
更
に

効
果
的
で
す
。

　
衣
類
や
寝
具
は
多
小
湿
気
を
吸
う

も
の
で
す
し
、
こ
と
に
こ
れ
か
ら
汗

ば
み
ま
す
の
で
な
お
更
の
こ
と
で

す
．
陽
に
当
て
て
衣
類
を
乾
燥
の
状

態
に
お
き
ま
し
よ
う
。
太
陽
の
う
ら

ら
か
に
照
り
輝
く
日
に
は
窓
を
開
い

て
日
光
消
毒
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

な
お
熱
湯
消
毒
の
時
は
熱
湯
で
少
な

く
と
も
三
十
分
位
煮
沸
し
て
下
さ

い
。
十
五
分
以
下
で
す
と
細
菌
芽
胞

は
完
全
に
死
滅
し
ま
せ
ん
。

鯉
籔
．
．

　
農
繁
期
に
な
り
ま
す
と
璽
営
働
が

か
さ
な
り
ま
す
。
一
日
三
千
五
百
カ

ロ
リ
ー
を
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
百
グ
ラ
ム
の
蛋
臼
を
必
要
と

し
ま
す
。
ね
だ
ん
が
安
く
て
カ
ロ
リ

ー
の
多
い
魚
や
肉
と
い
う
工
夫
も
大

切
で
す
が
、
に
ぽ
し
は
百
グ
ラ
ム
中

に
四
九
〇
程
度
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
っ

て
米
や
肉
よ
り
も
栄
養
価
が
高
く
、

ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
分
も
あ

り
人
間
の
体
を
つ
く
る
重
要
な
食
品

で
す
。

　
に
ぽ
し
に
限
ら
す
小
魚
は
骨
ご
と

食
ぺ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

の
細
腕
で
は
収
入
の
程
も
知
れ
有
る

も
の
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い
く
。
た
け

の
子
生
活
が
つ
づ
い
た
。
こ
ん
な
中

で
も
学
校
だ
け
は
満
足
に
通
い
ど
う

や
ら
人
並
に
過
し
て
来
た
．
兄
と
母

と
三
人
暮
し
の
わ
び
し
い
日
々
、
ど

ん
な
に
父
の
居
な
い
事
を
悲
し
く
思

っ
た
が
、
新
聞
配
達
を
始
め
そ
れ
で

得
る
わ
す
か
の
収
入
と
些
活
挟
助
で

や
っ
と
こ
く
歩
い
て
来
た
私
達
、

子
供
心
に
も
隼
き
て
い
く
こ
と
の
む

づ
か
し
さ
・
社
、
蝕
の
冷
た
さ
が
身
に

し
み
た
。
こ
う
し
た
内
に
も
楽
し
み

が
な
か
っ
た
分
で
は
な
い
。
母
は
少

し
位
つ
ら
く
と
も
私
共
に
み
じ
め
な

思
い
を
さ
せ
ま
い
と
し
て
人
の
行
く

と
こ
ろ
は
出
来
る
だ
け
出
し
、
や
る

事
は
一
応
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て

又
五
、
六
年
の
頃
覚
え
た
野
球
が
ど

れ
程
学
校
生
活
、
子
供
の
時
代
を
楽

し
く
さ
せ
て
く
れ
た
か
知
れ
な
い
。

今
で
も
折
あ
る
毎
に
ボ
ー
ル
を
握
り

余
暇
を
楽
し
ん
で
い
る
。
が
こ
れ
は

当
分
や
め
ら
れ
そ
う
も
な
い
。

　
今
迄
の
様
な
事
が
私
の
幼
、
少
年

時
毒
の
大
ま
か
な
と
こ
ろ
茎

大
抵
の
人
が
こ
の
時
代
の
つ
ら
さ
は

身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
事
と
思

う
．

　
こ
う
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の

一有る
時
代
に
育
っ
た
私
共
は
、
と
も

す
る
と
一
般
に
軽
薄
な
判
然
と
し
た

目
的
の
な
い
根
無
草
の
よ
う
に
受
け

販
ら
れ
て
い
る
。
確
に
信
念
の
な
い

と
思
わ
れ
る
面
も
あ
る
が
し
か
し
全

六
無
目
的
で
批
判
ば
か
り
し
て
い

て
、
行
き
当
り
ば
っ
た
り
に
そ
の
日

そ
の
時
を
過
し
て
い
る
分
で
は
な

い
。
そ
れ
に
は
叉
そ
れ
な
り
に
目
的

を
持
ち
例
え
ば
、
俺
は
今
の
仕
事
が

段
々
面
臼
く
な
っ
て
来
た
。
よ
し
こ

れ
か
ら
こ
れ
を
一
生
懸
命
や
り
、
自

分
の
身
に
つ
け
、
少
し
で
も
社
会
の

役
に
立
て
よ
う
と
、
い
っ
た
よ
う
に

そ
れ
な
り
の
考
え
を
持
ち
色
々
に
考
一

え
、
少
し
で
畠
く
、
昌
を
璽

真
実
に
生
き
様
と
懸
命
な
努
力
を
し
．

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

若
い
者
は
の
　
…

　
　
一
言
は
残
念
　
｝

　
現
径
の
よ
う
に
社
会
全
体
が
雑
然

と
し
て
い
て
統
一
性
の
無
い
、
無
目

的
な
状
態
に
あ
る
時
こ
そ
、
ぢ
の
一

目
的
を
持
ち
、
一
つ
の
仕
事
に
情
熱

を
傾
む
け
る
亭
が
大
切
だ
と
思
い
ま

一
す
．
唯
若
い
者
は
と
い
皇
毒

を
片
付
け
ら
れ
る
の
は
心
外
で
す
。

　
と
に
か
く
私
共
は
成
人
に
な
り
今

日
そ
の
お
祝
い
を
し
て
頂
く
、
こ
れ

か
ら
は
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
い

つ
い
か
な
る
時
で
も
そ
の
様
に
遇
せ

ら
れ
る
．
今
迄
の
様
に
未
だ
子
供
だ

こ
れ
位
の
事
は
我
慢
し
て
貰
う
等
と

い
う
生
半
途
な
逃
口
上
は
許
さ
れ
な

い
．
い
つ
ど
ん
な
時
に
も
他
人
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
と
い
う
事
を
信
念

に
。
正
し
く
見
、
判
断
し
、
い
つ
で

も
自
分
憲
．
て
い
る
こ
と
を
墾

と
表
現
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
｝

努
力
し
た
い
。
常
に
先
入
の
言
を
自

分
に
生
か
し
、
た
と
え
生
活
は
貧
し

く
と
も
才
能
が
無
く
と
も
、
明
か
る

い
心
で
、
良
い
社
会
の
憂
し
て
㎜

協
力
し
て
行
き
、
一
歩
く
社
会
に
㎜

溶
け
込
ん
で
い
く
つ
り
で
す
．
　
　
㎜

　
以
上
と
り
と
め
の
な
い
事
を
書
き
㎜

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
こ
＼
に
成
人
式
㎜
　
旅
行
の
前
々
か
ら
ス
ー
ッ
ケ
ー
ス

を
迎
え
る
に
当
っ
て
の
偽
ら
な
い
私
㎜
の
チ
ャ
ツ
ク
を
は
め
て
み
た
り
は
ず

の
籍
芋
び
奈
姦
の
肇
㎜
し
て
み
た
り
、
藩
黎
出
し
た
り

多
く
の
事
を
書
こ
う
と
し
た
の
で
変
…
入
れ
た
り
、
あ
ま
り
そ
ん
な
こ
と
ば

な
わ
か
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
㎜
か
り
し
て
い
る
の
で
母
に
「
乙
ぜ
」

い
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
の
よ
う
だ
と
い
わ
れ
た
事
も
今
思
い

　一1　　し　　　樋挨油璽
口拶但暑
　　　　　　　しノ
　　1兵
ご室　　 1

一

♂円　　　一

樂
し
か
つ
た
修
学
族
行

　
此
の
度
助
役
を
満
期
退
職
さ
せ
て
…

い
た
だ
き
ま
し
た
が
町
村
合
併
以
来
…

四
ケ
年
間
微
力
な
る
私
を
御
麦
援
下
…

さ
れ
大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
㎜

き
ま
し
た
こ
と
は
私
の
終
生
忘
れ
得
…

ぬ
感
銘
で
あ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
㎜
，
ぜ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
…

に
於
い
て
も
従
来
同
様
の
御
交
宜
を
㎜

謡
い
申
し
上
げ
ま
す
・
舅
御
胃
つ

健
康
と
新
市
発
展
の
た
め
の
御
奮
闘
…

を
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
㎜

劉
勲
卸
御
卸
ら
五
月
㎜
ζ

　
二
日
に
三
ヵ
月
に
達
す
る
も
の
…

　
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
十
七
日
か
照

ら
昭
和
三
＋
三
年
重
裏
論
つ

に
本
市
に
住
所
を
有
し
た
も
の
）
㎜

③
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
…

　
た
基
菰
選
挙
人
名
簿
に
登
録
漏
れ
…
　
“
魁
噸

の
も
の
・
　
　
　
　
㎜
ム
刀

㎜
出
す
と
お
か
し
い
。
前
の
日
、
い
や

…
そ
の
前
の
日
か
ら
こ
ん
な
有
様
だ
か

㎜
ら
当
日
の
朝
飯
は
ら
く
ら
く
食
べ
て

㎜
い
ら
れ
な
い
の
が
当
り
前
で
あ
る
…

”
。
．
●
o

…
　
仕
度
を
し
て
外
に
出
た
。
何
か
良

…
い
乙
と
を
し
て
ほ
め
ら
れ
た
時
の
よ

…
う
な
気
持
だ
。

腎
　
駅
前
へ
な
ら
ん
だ
時
は
み
ん
な
の

咄
顔
が
偉
人
の
よ
う
に
思
え
た
。
汽
車

“
ま
…
…
待
つ
と
い
う
時
と
い
う
も
の

ー
5
月
9
日
は

ー
補
充
名
簿
登
録
期
限
－

鯉
徽
類
．
消

　
陽
差
し
が
段
汝
き
つ
く
な
っ
て
来

ま
し
た
。
私
達
が
毎
日
着
て
い
る
き

も
の
や
寝
具
は
気
付
か
な
い
う
ち
に

色
た
の
細
菌
が
つ
い
て
汚
染
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
家
族
に
病
人
が
な
く
と
も
、
衣
類

の
消
毒
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
く
べ

き
で
す
．
病
人
に
使
用
し
た
も
の
は

一
ろ
離
嚢
態
だ
蕪
の

｝一
良
い
連
中
二
、
三
く
だ
け
が
さ
わ
い

τ
い
る
…
．

『
や
ぎ
壼
へ
誤
た
の
は
蒔

｝
過
ぎ
頃
だ
ろ
う
か
。
地
下
鉄
へ
入
り

蔑
に
の
疋

蒋
ア
の
し
壽
製
深

』
て
そ
れ
以
内
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら

雇
．
都
会
人
の
動
作
の
き
び
き
び

㎜
し
さ
も
こ
う
い
う
所
か
ら
つ
く
ら
れ

『
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ご
く
し
て
い

「㎜
る
と
ド
ア
が
し
ま
り
そ
う
で
楽
六
跨

｝
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
我
先

に
…
…
と
争
う
。
地
下
鉄
を
出
て
国

一会
議
事
堂
に
い
く
．
こ
こ
も
大
部
時

間
が
げ
ん
じ
ゅ
う
だ
。
い
く
段
階
も

選
挙
人
名
簿
は
二

種
あ
り
ま
す

　
い
か
に
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け

鯉
至
適
温

　
暑
か
ら
す
、
寒
か
ら
す
で
気
持
の

よ
い
状
態
の
温
度
を
至
適
温
度
と
い

い
ま
す
。
、
至
適
温
度
は
湿
度
の
如
何

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
湿
度
四
十

ー
五
十
％
と
し
ま
す
と
、
至
適
温
度

は
次
の
通
り
で
す
。

病鎗廊砦台寝居
室塞下場所堅間

＋
七
ー
＋
九
度

＋
四
ー
＋
六
度

＋
五
度

七
－
＋
度

凄＋八
ー
一
一
＋
度

＋
七
－
一
一
＋
度

　
　
　
　
　
　
亡
心
れ
ず

・
れ
は
投
爾
．
爪
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
は
基
本
選
挙

人
名
簿
と
補
充
選
挙
人
名
簿
と
の
二

種
あ
り
ま
す
。

①
基
本
選
挙
（
名
簿
は
毎
年
九

　
月
十
五
日
現
任
に
よ
り
住
民
の
選

　
挙
資
格
の
あ
る
も
の
を
調
査
し
て

　
調
製
い
た
し
ま
す
。

②
補
充
選
挙
人
名
簿
は
基
本
名

　
簿
調
製
後
一
ヵ
年
間
に
選
挙
の
お

　
こ
な
わ
れ
る
毎
に
そ
の
選
挙
に
あ

　
た
っ
て
新
た
に
選
挙
権
を
有
す
る

　
よ
う
に
な
っ
た
方
か
ら
申
請
に
よ

　
り
調
査
登
録
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
既
に
今
回
の
選
挙
に
あ
た
り

基
本
名
簿
は
出
来
上
っ
て
お
る
わ
け

で
、
こ
の
名
簿
に
脱
漏
し
て
い
る
方

は
補
充
名
簿
に
登
録
申
請
し
な
け
れ

ば
投
票
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
女
新

た
に
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
方
は
勿
論
登
録
申
請
を
し
て
投
票

の
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

に
申
請
を

　
補
充
名
簿
の
調
製
に
あ
た
っ
て
申

請
期
間
中
基
本
名
簿
を
閲
覧
に
供
し

て
お
り
ま
す
。
念
に
は
念
を
入
れ
て

名
簿
を
ム
ユ
度
見
ま
し
ょ
う
．

補
充
名
簿
登
録
申

請
に
つ
い
て

　
来
る
五
月
三
日
か
ら
五
月
九
日
ま

で
の
聞
に
本
人
叉
は
代
理
人
に
お
い

て
認
印
持
参
の
上
補
充
名
簿
登
録
申

請
を
し
て
下
さ
い
。
　
（
出
張
所
管
内

は
出
張
所
へ
）

　
尚
期
限
後
の
申
請
は
登
録
で
き
ま

せ
ん
か
ら
充
分
御
注
意
願
い
ま
す
。

　
又
名
簿
へ
登
録
さ
れ
な
い
と
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
今
回
の
補
充
名
簿
登
録
申
請
を

要
す
る
方
は

①
本
市
の
在
住
者
で
、
本
年
．
五
月
二

　
日
で
年
令
満
二
十
年
に
達
す
る
も

　
の
（
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
二

　
日
か
ら
昭
和
十
三
年
五
月
三
日
ま

　
で
の
聞
に
生
れ
た
も
の
）

市
助
役
決
る

　
　
新
助
役
小
川
彦

　
　
一
郎
氏

”””””冒“11聾mlI賎署”
㎜
は
な
か
く
来
な
い
も
の
だ
。
待
，

㎜
て
い
る
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
も
じ
っ

去
る
四
月
＋
四
日
の
第
三
回
藷
㎜
と
し
て
い
る
謹
出
来
課
．

会
臨
時
会
に
お
い
て
姿
婆
中
の
㎜
初
め
て
行
く

助
籍
口
清
、
収
入
役
栗
佐
五
郎
㎜
東
京

両
氏
の
任
期
満
了
に
ょ
る
助
役
、
収
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
「
初
め
て
い
く
東
京
」
「
日
本
の

入
役
選
任
に
つ
い
て
は
助
役
に
経
済
㎜

課
長
小
川
彦
一
郎
氏
・
収
入
役
は
再
㎜
首
府
」
こ
ん
な
言
葉
だ
け
が
私
の
頭

任
と
葵
の
羅
を
麩
の
茜
月
嬰
行
藁
す
る
．
し
ば
ら
く
し
て
汽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
車
は
ホ
ー
ム
ヘ
す
べ
り
こ
ん
で
来

二
十
八
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
．
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
た
。
東
京
へ
「
い
か
れ
る
」
と
い
う

新
助
役
ご
挨
拶
　
　
㎜
気
象
い
よ
く
強
く
頭
の
中
を
か

　
今
回
市
の
助
役
に
就
任
す
る
こ
と
㎜
け
ま
わ
る
．
車
中
は
案
外
す
い
て
い

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
う
㎜
た
。

つ
わ
で
は
な
い
の
で
す
が
就
任
し
ま
㎜
「
行
っ
て
も
行
っ
て
も
三
十
セ
ン
チ

し
た
以
上
は
、
わ
き
目
も
ふ
ら
す
に
㎜
ほ
ど
に
の
び
た
青
い
麦
が
風
に
な
び

地
方
自
治
法
並
に
条
例
に
定
め
ら
れ
㎜
い
て
い
る
・
車
中
は
相
変
ら
す
に
ぎ

た
分
権
に
向
っ
て
努
力
す
る
つ
も
り
㎜
や
か
だ
。
し
か
し
東
京
が
近
づ
く
に

で
す
。
至
ら
ぬ
者
で
す
が
今
後
職
員
㎜
つ
れ
て
皆
の
歌
声
も
一
つ
二
つ
と
消

当
時
と
変
ら
ざ
る
ご
ひ
い
き
を
切
に
㎜
え
て
い
く
．
汽
車
は
沈
黙
の
中
に
走

御
願
い
申
上
げ
ま
す
．
　
　
　
　
　
㎜
る
。
み
ん
な
は
も
う
つ
か
れ
た
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷
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上
っ
て
や
っ
と
着
く
。
も
う
説
明
な

ど
耳
に
入
っ
て
は
こ
な
い
。
早
く
旅

舘
に
い
っ
て
ね
こ
ろ
び
な
が
ら
友
と

語
り
合
う
、
と
い
う
事
だ
け
が
私
を

待
っ
て
い
る
。
説
明
も
割
合
短
か
か

っ
た
の
で
ほ
っ
と
し
た
。
ま
っ
て
い

る
バ
ス
に
の
り
こ
む
と
バ
ス
は
ま
っ

す
ぐ
宿
へ
…
…
、
班
毎
に
部
屋
が
決

る
。
ま
す
ね
こ
ろ
ぶ
。
寝
て
い
て
も

落
ち
着
か
す
あ
て
の
な
い
ま
＼
に
歩

く
…
…
．
九
時
十
時
に
な
っ
て
も
い

っ
こ
う
に
暗
く
な
ら
為
い
。
夜
の
な

い
世
界
だ
。

　
一
一
時
頃
よ
う
や
く
ね
む
り
に
つ

く
。

遊
覧
バ
ス
で

見
物

　
十
七
日
朝
阜
く
か
ら
観
光
バ
ス
で
．

名
所
を
見
る
。
バ
ス
の
中
で
、
し
か

も
良
い
は
な
や
か
な
と
こ
ろ
を
昆
る

の
に
少
し
も
東
京
の
よ
う
な
気
が
し

な
い
。

　
自
動
車
の
数
も
人
の
数
も
そ
う
驚

・
く
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
私
に
は

乙
ん
な
と
こ
ろ
が
東
京
か
と
し
か
思

え
な
か
っ
た
。
私
の
期
待
が
あ
ま
り

に
も
大
き
す
ぎ
た
た
め
か
も
知
れ

ぬ
．
バ
ス
の
中
で
ガ
イ
ド
さ
ん
が
案

内
す
る
の
を
聞
い
て
い
る
の
は
な
ん

と
も
い
え
な
い
心
持
だ
。
見
る
必
要

の
な
い
時
は
み
ん
な
で
歌
を
う
た
い

大
い
に
楽
し
ん
だ
。

　
私
が
驚
い
た
の
は
東
京
に
は
ア
メ

リ
カ
部
落
が
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
が

い
っ
ぱ
い
い
た
こ
と
。
又
そ
こ
に
は

ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
も
あ
っ

た
．
バ
ス
は
飛
行
場
へ
向
っ
た
．

　
飛
行
場
と
い
う
か
ら
に
は
す
ご
く

広
く
飛
行
機
も
さ
ぞ
大
き
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
飛
行
機
は
案
外
小
さ

い
も
の
だ
っ
た
。
何
も
か
も
私
の
考

え
て
い
た
も
の
よ
り
小
さ
か
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
力
ロ

　
ニ
ア
号

さ
て
今
度
は
い
よ
く
横
浜
港
だ
。

横
浜
港
だ
け
が
私
の
期
待
に
答
え
て

く
れ
た
。

　
船
の
大
き
さ
、
美
し
さ
…
…
こ
の

港
に
い
た
．
船
は
カ
ロ
ニ
ァ
号
と
い
っ

て
灯
台
に
ぶ
つ
か
り
少
し
い
た
ん
で

い
た
が
、
め
っ
た
に
こ
の
港
へ
は
来

な
い
の
だ
そ
う
だ
。
私
達
は
運
が
良

か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
お
か
げ

で
船
の
と
ま
っ
て
い
る
所
も
出
発
す

る
所
も
み
た
．
こ
の
旅
行
は
や
っ
ぱ

り
来
た
か
い
が
あ
っ
た
．
そ
れ
か
ら

色
女
の
所
を
見
物
し
て
江
ノ
島
の
宿

へ
い
っ
た
。

　
ど
こ
の
宿
も
似
た
よ
う
で
、
ま
た

東
京
の
宿
へ
来
た
よ
う
な
感
じ
だ
。

皆
ん
な
の
顔
が
ね
む
を
．
う
だ
。
床
を

と
る
と
も
う
横
に
な
る
。
本
を
よ
ん

で
い
る
者
、
詰
し
を
し
合
っ
て
笑
っ

て
い
る
も
の
、
さ
ま
ぐ
だ
。

　
や
が
て
ど
の
部
屋
の
あ
か
り
も
消

さ
れ
る
。
静
か
に
な
り
皆
ね
た
ら
し

い
所
を
見
は
か
ら
っ
て
私
達
三
、
四

人
が
ご
そ
く
お
き
出
す
、
そ
し
て

果
物
を
持
っ
て
縁
側
へ
出
て
食
べ

る
。
こ
う
い
う
時
の
果
物
も
巫
格
別

う
ま
い
も
の
だ
。
ネ
オ
ン
が
夜
の
川

を
照
ら
し
て
い
る
．

　
十
八
日
、
夜
見
る
国
際
劇
場
の

紹
春
の
お
ど
り
”
が
ま
ち
ど
お
し
く

て
な
ら
な
い
。

　
今
日
の
天
気
は
あ
ま
り
芳
し
く
は

な
い
．
案
の
じ
ょ
う
雨
は
ふ
っ
た
。

動
物
園
は
よ
く
毘
れ
な
か
っ
た
．
し

か
し
私
の
目
的
は
や
っ
ぱ
り
国
際
劇

場
で
あ
る
か
ら
雨
な
ん
が
ど
う
で
も

よ
か
っ
た
。

華
や
か
な
国

際
劇
場

　
い
よ
い
よ
国
際
劇
場
へ
い
つ
た
時

は
も
う
何
と
い
っ
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
ほ
ど
、
う
れ
し
か
っ
た
。
出

る
客
を
ま
っ
て
い
る
の
も
も
と
か
し

く
入
っ
た
．

　
私
達
は
む
ね
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な

が
ら
、
ま
く
の
あ
く
の
を
待
っ
て
い

た
。
そ
の
う
ち
に
映
画
が
始
っ
た
が

映
画
な
ん
か
早
く
終
っ
て
し
ま
え
ば

良
い
と
思
う
た
。

　
面
臼
く
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
下

を
む
い
て
い
た
。
わ
あ
～
歓
声
が
上

っ
た
。
ま
く
が
上
っ
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
舞
台
に
こ
れ
も
反

色
と
り
ど
り
の
人
が
舞
っ
て
い
る
。

私
は
ま
ば
た
き
す
る
の
も
お
し
い
よ

う
な
気
か
し
て
、
す
っ
と
そ
れ
に
見

い
っ
て
い
た
。
舞
台
が
ま
わ
の
、
私
達

が
お
ど
り
の
方
に
気
を
と
ら
れ
て
い

る
う
ち
に
バ
ツ
ク
は
か
わ
っ
て
い
っ

た
。
照
朋
も
次
女
に
変
わ
り
、
目
が

ま
ぱ
ゆ
い
。
た
だ
く
葛
心
地
で
見

て
い
た
。
そ
れ
が
終
っ
た
時
ぼ
う
ぜ

ん
と
し
て
、
し
ば
ら
く
立
っ
て
い
た

。
●
。
3
●
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n
冨　

夜
と
い
っ
て
も
明
る
い
酊
を
歩
い

て
駅
へ
つ
い
た
。
ま
だ
売
子
が
よ
び

か
け
て
い
る
。
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」
…
…
午
後
十
一
時
と
い
っ
て
も

ま
だ
い
く
ら
も
八
が
通
っ
て
い
る
。

夜
も
昼
も
同
じ
だ
。
…
…
お
か
し
な

所
だ
。
…
…
汽
車
に
の
，
て
か
ら
も

ま
だ
さ
っ
き
の
国
際
劇
場
気
分
だ
。

ま
わ
り
の
人
は
た
い
て
い
眠
っ
た
．

私
達
四
人
だ
け
が
起
き
て
い
る
。
眠

っ
た
人
の
顔
を
見
て
ま
た
笑
う
。
笑

っ
て
い
る
う
ち
に
下
条
へ
つ
い
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
た
笑
う
．

　
下
条
中
三
村
山
和
子
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